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研究課題名：「中山間地域の食料・エネルギー資源に基づく自給スタイル構築に関する研究」
担 当 部 署：企画情報部　地域研究グループ

担 当 者 名：笠松・有田・安部・藤山・山田・野村

予 算 区 分：県単、（独）科学技術振興機構

研 究 期 間：県単：平成 19 ～ 21 年度、（独）科学技術振興機構：平成 20 ～ 25 年度
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程原集落の水路「かんな溝」



－ �－



－ �－

研究課題名：都市部生活者を対象とした来訪型産業クラスターの構築に関する研究
担 当 部 署：企画情報部　地域研究グループ

担 当 者 名：有田・藤山・笠松・安部

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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研究課題名：持続可能な総合的土地利用手法の構築
担 当 部 署：企画情報部　地域研究グループ

担 当 者 名：安部　聖・藤山　浩・山田和孝・野村悟治・笠松浩樹・有田昭一郎

予 算 区 分：受託研究（国土交通省中国整備局「広域ブロック自立施策等推進調査」）

研 究 期 間：平成 20 年度



－ �0－

0

5

10

15

20

25

30

3
12 16

8 6 2

12

29

5 6
4

0

10

20

30

40

50

10 20 30 40 50 50

R² = 0.523

0

10

20

30

40

50

60

70

0 10 20 30 40 50 



- 11 - 

������������

�������������
	��������������������� ������

�������������������������������������������

���������������������� �¡¢£�¤¥����¦§� ¨©ª«�¬®

�¯��

�

°� �±�¢£������

²£³	��´����¢£������

µ¶´·
¸��¹¶����¢£������

�

��º»�°� ��¼½�¾¿��À�ÁÂ�Ã�ÄÅ�ÆÇ�¯��ÈÉ�Ê��Ë�Ì

É��Í�²�µ����Î������Ï�ÐÑ����ÒÓ�¯�Ô�������ÕÀÖ×

��������ØÙÚÉ���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�


�
�
�


	
�
�
�
�
�
�
�

�� �� �������

－ ��－



－ ��－



－ ��－



- 14 - 

(1)
(2)
(3)

(1)
(2) 1
(3)

(1)
(2)

－ ��－

研究課題名：分散型居住に適応した拠点とネットワーク整備に関する研究
担 当 部 署：企画情報部　地域研究グループ

担 当 者 名：藤山　浩、山田和孝

共同研究者：谷口　守（岡山大学大学院環境学研究科教授）、塚井誠人（広島大学大学院工学研究科

　　　　　　准教授）、ＬＬＰ中国総合ＧＩＳセンター（ＧＩＳデータ入力、システムプログラミング）

予 算 区 分：県単、受託研究（国土交通省中国整備局）

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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研究課題名：①中山間地域周辺部における小規模高齢化集落出現の現状把握と持続可能な地域運営の
　　　　　　　戦略・モデル構築（コミュニティ分野）
　　　　　　②空き家、農地、林地等の所有と管理に関わる課題集約と条件整備手法（土地所有分野）
　　　　　　③土地・地域資源を活用した新産業の構築手法（産業分野）
担 当 部 署：企画情報部　地域研究グループ

担 当 者 名：藤山・山田・野村・笠松・有田・安部

予 算 区 分：中国地方中山間地域振興協議会（中国地方知事会共同研究）

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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広島県三次市作木町岡三渕地区 山口県周南市須金地区
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研究課題名：山間地における水稲作況試験
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
協 力 分 担：島根県農業技術センター
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：継 1976 年度～ (昭和 51 年～ )
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研究課題名：水稲奨励品種決定調査
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
協 力 分 担：島根県農業技術センター栽培研究部作物グループ、
　　　　　……島根県産業技術センター技術部生物応用グループ
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：継 1953 年度～ (昭和 28 年～ )
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研究課題名：水稲奨励品種決定調査　②酒米奨励品種‘佐香錦’施肥試験
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
協 力 分 担：島根県農業技術センター栽培研究部作物グループ、
　　　　　　島根県産業技術センター技術部生物応用グループ
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：継 1953 年度～ (昭和 28 年～ )



－ ��－



－ ��－

研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　①前作有機稲作ほ場における有機稲作 - １
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　①前作有機稲作ほ場における有機稲作 -2
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　②前作有機白大豆ほ場における有機稲作
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度

移植１日後田面散布

米ぬかペレット 10kg/a

米ぬか屑大豆ペレット 10kg/a

米ぬか屑大豆竹パウダーペレット 10kg/a

米ぬか屑大豆竹パウダーペレット 10kg/a
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　③前作有機黒大豆ほ場における有機稲作
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　④畦畔管理による斑点米カメムシ対策
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　⑤前作有機稲作ほ場における有機白大豆作
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　⑥前作有機稲作ほ場における有機黒大豆作
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　１．アスパラガスの有機栽培実証
　　　　　　　　１）アスパラガスの有機栽培における収量性と天敵温存植物の植栽効果
担 当 部 署：農林技術部・資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成１８～２１年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　２．半促成メロンの有機栽培実証
　　　　　　　　１）メロンの有機栽培における紫外線カットフィルムの被覆効果
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　３．夏秋どりトマトの有機栽培
　　　　　　　　１）トマト有機栽培における低利用林産資源の利用効果
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　４．サヤインゲンの有機栽培実証
　　　　　　　　１）有機栽培管理法におけるサヤインゲンの収量性
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　５．夏秋イチゴの有機栽培実証
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　６．白ネギの有機栽培実証（現地実証）
　　　　　　　　１）有機質肥料の施用が白ネギの収量に及ぼす影響
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之：協力分担：西部農林振興センター県央事務所　邑智南普及 G

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　６．白ネギの有機栽培実証（現地実証）
　　　　　　　　２）白ネギ有機栽培における天敵温存植物の植栽効果
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之：協力分担：西部農林振興センター県央事務所　邑智南普及 G

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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研究課題名：広葉樹資源の有効利用技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：冨川康之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久、浜崎修司、加納正浩、吉岡　孝、冨川康之、鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　　２）竹パウダーの経済性調査
　　　　　　　　　①竹の伐採・玉切・運搬・チップ化の作業時間の調査（モウソウチク）
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　　２）竹パウダーの経済性調査
　　　　　　　　　①竹の伐採・玉切・運搬・チップ化の作業時間の調査（ハチク）
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　　２）竹パウダーの経済性調査
　　　　　　　　　②竹の伐採からパウダー化までの生産コスト積算
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　　２）竹パウダーの経済性調査
　　　　　　　　　③竹パウダーを使用した発酵 TMR 飼料の平均作製時間と生産コスト試算
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効活用技術の開発　
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発　
　　　　　　　　３）竹パウダーの畜産利用
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：堀江雅樹

予 算 区 分：県単

研 究 機 関：平成１８～２０年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　２．チュウゴクザサの採取及び再生方法の確立
　　　　　　　　１）試験区の隔月の資源量の変化
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　２．チュウゴクザサの採取及び再生方法の確立
　　　　　　　　２）植栽区における栽培方法の検討①
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　２．チュウゴクザサの採取及び再生方法の確立
　　　　　　　　２）植栽区における栽培方法の検討②
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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図３　区画３のササ発生位置 図４　区画４のササ発生位置

図５　区画５のササ発生位置 図６　区画６のササ発生位置
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研究課題名：地域資源を利用した機能性食品原料の栽培技術開発
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ・森林保護育成グループ

担 当 者 名：冨川康之・福井修二

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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研究課題名：イノシシの保護管理技術と被害防除技術の確立
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名：竹下幸広・金森弘樹

予 算 区 分：ふるさと保全基金

研 究 期 間：平成 18 ～ 22 年度
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図－４　広域防護柵の保守点検費用の負担
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研究課題名：ニホンジカの保護管理技術と被害防除技術の確立
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名：金森弘樹・竹下幸広・澤田誠吾

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 22 年度
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研究課題名：ニホンザルの保護管理と被害回避技術の確立
　　　　　　　　　－生息数の推移把握と新たな侵入防止柵の効果実証－
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名：澤田誠吾・金森弘樹

予 算 区 分：水土保全基金

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：ツキノワグマの保護管理と錯誤捕獲回避技術の開発
　　　　　　 　　－ Web GIS を用いた錯誤捕獲回避方法の確立－
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名：澤田誠吾・金森弘樹・竹下幸広

予 算 区 分：ふるさと保全基金

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：営農管理的アプローチによる鳥獣害防止技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名：竹下幸広・金森弘樹・澤田誠吾

予 算 区 分：国公募型

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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研究課題名：低コスト伐出技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：原　勇治・坂越浩一

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 22 年度
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研究課題名：長伐期施業に向けた森林管理技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：原　勇治

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 22 年度
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研究課題名：皆伐 ･ 択伐林の低コスト更新技術の開発
担 当 部 署：農林技術部…森林保護育成グループ

担 当 者 名：山中啓介・坂越浩一

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 22 年度
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研究課題名：スギ・ヒノキ立木の簡易材質診断技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：陶山大志

予 算 区 分：県単平成

研 究 期 間：平成 19 ～ 20 年度
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研究課題名：松くい虫の効率的な駆除技術の確立
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：福井修二・陶山大志

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 20 ～ 22 年度
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研究課題名：林間を利用した有望農林作物の栽培技術 ( 病害虫防除技術 ) の確立
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：陶山大志

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 20 ～ 22 年度
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研究課題名：森林被害のモニタリングと管理技術に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：福井修二・陶山大志

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 15 年度～
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研究課題名：森林吸収源インベントリ情報整備事業
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：山中啓介・福井修二

予 算 区 分：委託

研 究 期 間：平成 18 ～ 22 年度
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研究課題名：ナラ類集団個損被害の予測手法と環境低負荷型防除システムに関する研究
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：福井修二

予 算 区 分：競争的資金

研 究 機 関：平成 20 ～ 22 年度
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研究課題名：松江市城山公園内のサクラならたけもどき病等の防除に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：陶山大志

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 22 年度
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研究事業名：松くい虫防除事業　－松くい虫成虫発生調査，松くい虫特別防除効果調査－
担 当 部 署：森林林業部　森林保護グループ

担 当 者 名：福井修二

予 算 区 分：森林整備課委託

研 究 期 間：平成９年度～
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研究課題名：酸性雨モニタリング（土壌・植生）調査委託業務
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：福井修二・陶山大志

予 算 区 分：国委（環境政策課）

研 究 期 間：平成 13 年～
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研究課題名：島根県の木材需給実態の把握と分析に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名：中山茂生・石橋正樹

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 20 年度
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研究課題名：スギ構造用製材の高品質乾燥技術の確立と強度性能評価
担 当 部 署：農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名：石橋正樹・後藤崇志

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：県産スギ構造部材の接合部の強度性能に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名：石橋正樹・後藤崇志

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：薬剤処理によるスギ材の難燃化技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名：後藤崇志・中山茂生

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：県産針葉樹材を利用したパネル製造技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名：後藤崇志・中山茂生

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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